
８月１０日、大はＯＰＢＦ東洋太平洋スーパーフェザー級チャンピ

オンのトムジョーン選手が王座を返上し、空位になっていた王座決

定戦に登場した。 対戦相手は伴流ボクシングジム所属の伊藤雅雪

選手（24才)で、戦績：18戦16勝7KO1敗1分の東洋太平洋スーパー

フェザー級２位の右オーソドックスのボクサーファイター。

伊藤選手は今年２月９日に日本タイトルに挑戦し判定負けを喫した

が、２試合連続でのタイトルマッチ出場だった。

序盤序盤序盤序盤 １ラウンド～４ラウンド１ラウンド～４ラウンド１ラウンド～４ラウンド１ラウンド～４ラウンド

大は緊張しているのか、立ち上がりからいつもの左ジャブが出ず、

相手の動きを見ており手数が少ない。２～３ラウンドも同じ状況が

続きペースは完全に伊藤選手のものになる。一度決まってしまった

試合の流れを大のペースに引き戻すことは難しい。 ４ラウンドには

伊藤選手のパンチで大は右瞼を切った。４ラウンド終了時の公開採

点は３：０で伊藤選手優位。

中盤中盤中盤中盤 ５ラウンド～８ラウンド５ラウンド～８ラウンド５ラウンド～８ラウンド５ラウンド～８ラウンド

中盤になっても大はプレッシャーを掛けながら前進するが伊藤選

手の打っては離れる速い動きを捕まえきれず、試合の流れは相変

わらず伊藤選手ペース。大もこれまでの試合と違って随分パンチを

被弾している。 ８ラウンド終了時の公開採点でも３：０で伊藤選手が

依然優位。

終盤終盤終盤終盤 ９ラウンド～１０ラウンド９ラウンド～１０ラウンド９ラウンド～１０ラウンド９ラウンド～１０ラウンド

大の動きもだいぶ鈍ってきて、打ち出すパンチも弱くなってきた。

被弾の影響で身体の動きが鈍くなってきている。一方、ペースを握

る伊藤選手の動きは落ちていない。勝敗の行方は明らかだった。

１０ラウンド２分過ぎにパンチを被弾する大をかばうかのように中村

レフリーが試合を止めた。大の完敗だった。
【声援１】 Ｏ・Ｋさん

大君残念でしたがやはり完敗でしたね。ショックは大きいでしょうが早く立ち

直って下さい。初めリングに上がった君の姿を見てオヤッと思いました。前の

試合の時と全然雰囲気が違って見えました。「緊張しているのかな」・・・試合

が始まればいつもの大君に戻るだろうと期待していたが、全然左が出ず相手

のペースで闘っているのでこれはヤバイ・・・それでも必ず挽回すると期待し

ていたのですが！ 酷かも知れませんがいつまでも完敗を引きずっていない

でドライに再起に挑戦してください。ゆっくり心身ともにリフレッシュして下さい。

捲土重来ニューエイトマンの誕生を心から期待しています。

【声援２】 Ｈ・Ｋさん

大変残念でしたね。なんとも言葉がありません。

成功には大きな得る物があります。

一方

失敗には多くを学ぶ物がある。

と私は 思います。そう生きてきました。

目指す男は そういう宿命を自ら背負っていますので キットより大きく成長

すると信じます。 またもう一つ 体のダメージが心配です。体って不思議な

物で 普通に元気にしている時でも 意外と物凄く弱っている時があるんです

ね。養生してください。
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応援

大は高校２年生１７歳の時にボクシングの世界に飛び込んだ。

それから紆余曲折を経て、９年目に回ってきた東洋太平洋王座決

定戦に登場したが夢は霧散した。伊藤選手は強く素晴らしかった。

大より１枚上手だった。理想のボクサーは打たせないボクサーだ。

ボクサーは美しくなければならない。かつ、セクシーでなければな

らない。 これからも美しいボクサーを目指して前進しよう。

おやじのひとことおやじのひとことおやじのひとことおやじのひとこと

２ラウンド、パンチを交錯させる両選手２ラウンド、パンチを交錯させる両選手２ラウンド、パンチを交錯させる両選手２ラウンド、パンチを交錯させる両選手

東洋太平洋スーパーフェザー級王座決定戦

王座獲得失敗

2015.8.10.後楽園ホール後楽園ホール後楽園ホール後楽園ホール

１０ラウンド、初の１０ラウンド、初の１０ラウンド、初の１０ラウンド、初のTKO負けで戦いは終わった負けで戦いは終わった負けで戦いは終わった負けで戦いは終わった

通算戦績：２２戦１７勝（６ＫＯ）４敗１分通算戦績：２２戦１７勝（６ＫＯ）４敗１分通算戦績：２２戦１７勝（６ＫＯ）４敗１分通算戦績：２２戦１７勝（６ＫＯ）４敗１分

岩井大の試合後の感想岩井大の試合後の感想岩井大の試合後の感想岩井大の試合後の感想

１０ラウンドTKO負けでした。完敗です。
敗因を冷静に分析して振り返ることができているのでダメージは大

丈夫です。ただ、今は敗北を受け止めることで精一杯です。

ものすごい応援ありがとうございました。

2015.8.10.後楽園ホール後楽園ホール後楽園ホール後楽園ホール

加藤トレーナーの試合後の感想加藤トレーナーの試合後の感想加藤トレーナーの試合後の感想加藤トレーナーの試合後の感想

大の試合は完敗でした。相手の伊藤選手のスピード、上手さは

試合前からわかっていたことなので、それに対してあの展開にし

てしまった自分の責任です。そして何よりもバランス感覚がすご

かった。大も試合後に言ってましたが、相手がバランスを崩すこと

に勝機を見出す大のボクシングに対して、まったく隙がありません

でした。

前半こそ、ポイント計算でこうしようああしようと言えていましたが、

後半は精神論しか言えませんでした。

この試合に向けてコンディション調整は完璧。スパーの数や練習

内容も納得のいくものができていたし、自信をもって試合に挑むこ

とができました。それでもこの結果がでたということを受け止めて

いきます。

大、お疲れ様！

試合の結果は自信があっただけにショックだったと思う。俺も悔し

い。でも、ここから二人で這い上がりたいと俺は思ってる。とりあえ

ず、ゆっくり休んで！
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